17　説話　宇治拾遺物語　達磨の慧眼　着眼点　読解①
　昔、天竺（現在のインド）の寺を達磨和尚が訪れた際、ある部屋で、二人の老僧が囲碁を打ち続けていた。
達磨件の房を出て他の僧に問ふに答へて曰く、「この老僧二人若きより囲碁の外はする事なし。①すべて仏法の名をだに聞かず。よりて寺僧憎みいやしみて交会する事なし。㋐空しく僧供を受く」と云々。
和尚これを聞きて、②定めてやうあるらんと思ひて、この老僧が傍らに居て囲碁打つ有様を見れば、一人は立てり、一人は居たりと見るに忽然として失せぬ。㋑あやしく思ふほどに立てる僧は帰り居たりと見るほどにまた居たる僧失せぬ。見ればまた出で来ぬ。③さればこそ、と思ひて、「囲碁の外他事なしと承るに証果の上人にこそⓐおはしけれ。その故を問ひⓑ奉らん」と述べ給ふに、老僧答へて曰く、「年来この事より外は他事なし。但し黒勝つ時は我が身の煩悩勝ちぬと悲しみ、白勝つ時は菩提勝ちぬと喜ぶ。打つに随ひて煩悩の黒を失ひ、菩提の白の勝たん事を思ふ。この功徳によりて、証果の身となりⓒ侍るなり」と云ふ。
和尚房を出て他の僧に語りⓓ給ひければ、④年来憎みいやしみつる人々後悔して皆貴みけりとなん。
語注

達磨＝南インド出身。禅宗の祖。　

仏法の名＝仏や経典の名前。

僧供＝僧に対する供え物の食事。

証果＝修行し、真理を悟ること。

菩提＝煩悩を絶って得た悟りの境地。

功徳＝現世、または来世に幸福をもたらすことになる善い行い。

問一　下段「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。
天竺のある寺で、［　　　　］の老僧が、［　　　　］を打つばかりであった。老僧は、一心に［　　　　］を打つことで、［　　］を積んでいると言った。達磨はこのことを他の僧に話すと、みな［　　　　］して尊敬するようになった。

問二　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐［　　　　　　　　　　］㋑［　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ⓐ～ⓓの敬語の種類と、誰から誰に対する敬意か、答えよ。　〈3点×4〉
　　種類　　　　　　敬意の方向

ⓐ［　　　］　［　　　］から［　　　］
ⓑ［　　　］　［　　　］から［　　　］
ⓒ［　　　］　［　　　］から［　　　］
ⓓ［　　　］　［　　　］から［　　　］
問四　傍線部①・②を現代語訳せよ。　〈4点×2〉

①［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

②［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

問五　傍線部③とあるが、この時の達磨の説明として最も適当なものを選べ。　〈10点〉

ア　老僧二人が囲碁を打ちながら、姿を消したり現したりする様子に心惹かれ、その行動にはやはり深い意味があると感じている。

イ　老僧二人が、囲碁をする以外はただ所在なく歩くばかりである様子を見て、他の僧の言う通りであると合点している。

ウ　老僧二人が、互いに長考を繰り返す中で互いを高めあい、確かな悟りを得たと思われることに、畏敬の念を抱いている。

エ　老僧二人が囲碁を打ちながら、黒が勝ったら煩悩が勝ったと悲しみ、白が勝ったら菩提が勝ったと喜ぶ姿に、感極まっている。

オ　老僧二人が、人前では囲碁ばかりしているように見せかけて、実は別の部屋で密かに修行していたことに気づき、感服している。

問六　傍線部④とあるが、「人々」は二人の老僧をなぜ「憎みいやし」んでいたのか。四十字以内で答えよ。　〈12点〉

【解答】
問一　天竺のある寺で、［二人］の老僧が、［囲碁］を打つばかりであった。老僧は、一心に［囲碁］を打つことで、［功徳］を積んでいると言った。達磨はこのことを他の僧に話すと、みな［後悔］して尊敬するようになった。
問二　㋐＝無駄だ　㋑＝不思議だ　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝尊敬／達磨から老僧　〈3点×4〉
ⓑ＝謙譲／達磨から老僧
ⓒ＝丁寧／老僧から達磨
ⓓ＝尊敬／作者から達磨（「達磨」は「和尚」でも可）
問四　①＝仏や経典の名さえもまったく聞いたことがない。　〈4点×2〉

②＝きっとわけがあるのだろう

問五　ア　〈10点〉

問六　食事を授かりながら、囲碁を打つばかりで、修行を全くしていないと思っていたから。（39字）　〈12点〉

【補充問題】

問１　「すべて仏法の名をだに聞かず」（１〜２行目）とあるが、老僧二人のどのようなことを非難しているのか。二十字以内で答えよ。
問２　「証果の身となり侍るなり」（８行目）の、①「なり」②「侍る」③「なり」を文法的に説明せよ。

問３　「皆貴みけりとなん」（９行目）の後に省略されている語句を答えよ。

【補充問題解答】

問１　囲碁を打つだけで仏道修行をしないこと。（19字）
問２　①ラ行四段活用動詞「なる」の連用形

②ラ行変格活用動詞「侍り」の連体形

③断定の助動詞「なり」の終止形
問３　言ひける
